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1. はじめに 
 地震動は，基盤で設定する方法と地表で設定する

方法がある。後者は，断層を設定した小地震合成法

で地表の観測記録からレベル 2 地震動を作成する時

などに対応する。この場合，地表の波形を基盤に引

き戻し，非線形を考慮して表層の解析を行う必要が

あるが，どこまで引き戻すかが問題となる。 
2. 解析方法と解析ケース 
 表層（GL-75m）までは大阪の実地盤，それより地

震基盤までは文献 1)を参照して地震基盤までのモデ

ルを作成する（文献 2)を少し修正）。表層の動的変

形特性には安田・山口の式，以深は H-D モデルを用

いる。解析には非線形性がよく表現できる文献 3)に
基づく等価線形法を用いる。基盤として図-1 に矢印

で示した 5 点（1～5 は地震基盤，Vs≥700m/s，
Vs≥500m/s，Vs≥450m/s（大阪層上部），Vs≥400m/s
（指針等に用いられる工学的基盤）に対応）を選び，

どの深さに弾性でdeconvolutionしても応答がほとん

ど変わらないことを確認した後，地震基盤位置にお

ける入射波を入力とし，5 つの地点以下を弾性とし

た解析を行う。さらに，4，5 の位置ではこれらを基

盤とした解析も行う。 
解析結果と考察 
 最大応答値を比較して図-1 に示す。弾性の解析と

非線型には大きな差がある。また，地震基盤付近で

もひずみは 0.025%以上で，非線形の影響が表れる可

能性がある。弾性域を大きくするほど挙動が似てく

るが，Vs=700m 以深の非線形性はあまり挙動に影響

しない。GL-13～19m で大きな非線形挙動のため加

速度が揃ってしまうが，上下では加速度に差がある。

そこで，地表と GL-25m の加速度波形から応答スペ

クトルを求めたのが図-2である。卓越周波数1.6Hz，
と 0.8Hz 付近ではかなり応答に差が見られる。また，

深いところを弾性として解析した結果より，地表に

近い位置に基盤を仮定した方が全層の非線形挙動を

解析した結果に近かった。拘束圧の高い材料の非線

形特性はあまり分かっていないが，この計算結果か

ら，非線形の影響は無視できない可能性があり，今

後の研究が必要と考えられる。 
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図-1 最大加速度分布 
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図-2 地表と GL-25m の応答スペクトル（5%） 


